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他国博物館における自国文化の展示vs自国博物館における他国文化の展示

鄭勝護（地域文化研究所）

序

 韓国の博物館を導いてきた元老の一人がいった言葉をあえて思い起こさなくても、

文化財は、我々が子孫のためにそれ自体を守るものであり、添削をしたり、新造をす

る対象ではないという点を、すべての人が同意していることと信じる。復元も厳密に

いえば、そして文化財管理の側面からみれば、本来の任務に忠実な行為ではないだろ

う。このような大原則が守られるのが大変なとき、文化財は自分がいた場所から移動

し、博物館の世話になる。その博物館が国籍を違える場合もあるが、その一つがまさ

にこの博物館のケースである。

 日本における朝鮮文化財の展示に対しては、二つの方法を選択することができる。

それは本物を展示する方法と、複製品、あるいは模造品を展示する方法である。しか

し、この二つのうち、どちらも文化財管理の次元からは満足できるものではない。こ

のような悩みが今回装いを新たにした朝鮮展示にも現れているようである。

展示遺物に対して

 博物館が収蔵庫に入ってきた文化財を守る機能から一歩出ていったものが展示機能

である。展示を通して子孫は以前に生きていた人々の姿をうかがうことができる。文

化財をもともとの状態で維持する環境条件で文化財と子孫が展示場で出会うことにな

る。このとき、避けられない場合をのぞいては、本物を陳列することが原則である。

単純に本物を保護するために複製品をつくることは、博物館が自ら偽物を作り出す行

為をすることと同じである。

 国立民族学博物館（以下、民博とする）が他国の文化財を収集するうえで、多くの

困難を経ており、それが進むほど徐々により難しくなってくる点に対し、そしてこの

ような困難のなかでも、よい展示品を収集した点に対して讃辞を送らざるをえないが、

今回の展示の場合は、とくに「他国博物館における自国文化の展示」をみる立場から

は、その方法に対して、そしてそれ以前の展示方法などに対する展示対象民族、ある

いは国家の協調または相互理解の努力があったのか気にかかる。とくに生活学展示の
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他國博物館（羽刈q自國文化展示

    vs転位博物館州刈潮他面文化展示

鄭勝護（地域文化研究所）

序
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場合は、国家次元から管理する文化財とは違った条件で、すなわち比較的簡単に良質

の遺物が博物館の展示対象にならなかったのかと思われる。たとえばここに展示され

ている「喪輿」がこれに該当するだろう。しかし、それより収集するうえでさらに簡

単な展示物、とくに工芸品に該当するもののなかでは、まさに自民族中心主義（Ethn

ocentrism）や愛国的な発想からではなくても心苦しさを感じることを率直にいわなけ

ればならない。しかし、以上の所見は民博の展示方向を十分に理解できていないこと

に原因があるからかもしれない。

 その結果として発生したもっとも大きな問題は多くの展示品の色感、図像、技法、

材質などが韓国伝統のイメージや雰囲気を伝達するのに十分でない点があげられる。

たとえば、 （檀君）肖像画、平生図、巫神図など。

 展示品目のなかには韓国の典型、あるいは代表性を表出するのに十分でない点があ

ることも惜しいことである。たとえば、 （済州島）民家、 （チャンスンと同じに立っ

ている）ソッテ、 （儀礼）服飾など。

 とても限定された展示空間ではあるが、かならず展示されなければならない品目も

ある。たとえば、 （儒教文化としての）典籍、 （展示テーマと関連した）古文書、石

造物など。

展示空間と展示テーマについて

 民博の朝鮮展示は、 「歴史と文化」 「食生活」 「衣生活」 「住生活」 「芸能」など

の弁別力があるテーマを相互、あるいはそのほか異なったテーマと互いに絶妙につな

がり、限定された展示空間を十分に活用している。たとえば、生産用具を食生活とつ

なげて、儀礼演出を通して衣生活をみせている。また、このようなつながりは、長い

壁を利用した「歴史と文化」展示テーマとも無関係ではない。たとえば、生産用具と

民俗工芸、人生儀礼と儒教文化がそれぞれ並行して展示されていることなど。

 しかし、一歩進めて巫俗、仏教、儒教、キリスト教などの4つのテーマで歴史、す

なわち時代的な流れを表現しようとする意図は理解できるが、むしろ混乱だけを招い

たのではないかと思われる。19世紀以降を基準としたとすれば、このテーマは同時代

的であるためである。展示遺物でいえば、檀君肖像画を含めて、展示遺物がみせてく

れる図像は大部分が20世紀以前にさかのぼることはできない。

 それゆえ、展示空間で表現しようとした民博側の意図が観覧者たちに、そのまま伝

わったのか疑問である。
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考証と関連したいくつかの間題

1．展示遺物と関連して

 1－1．檀君肖像画：最近につくられたということを伝えられる方法は？

 1－2，ソッテ：チャンスンとは異なる信仰物としての意味を伝達する方法は？

 1－3．誌石（墓誌）：墓誌盒、出土地域などを明らかにする問題。

2．展示演出と関連して

 2－1．結婚儀礼演出：男女の位置と方向が持つ意味、および場所、背景（屏風など）

など。

 2－2．クッパン（クッ庁）：巫神図の配置。

 2－3．酒幕：客主よりは酒幕の機能をあらわすことができる構造物の補完方法は？

結

 以上のように発表者の所見に対して、正しい正しくないは別に、民博側の意見を聞

くことは、両国の文化理解の新しい方法の一つになると疑わない。むしろ、そのよう

な集まりが、他国文化に対する民博の展示が依然として世界の頂点にあることを、再

三確認させてくれる機会となるだろう。
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 ○展示遺物斗關聯苛φ

  ●檀君省像書：最近C¶魁暑司萢裂望暑週せ醒牛戴ゼ骨唱｛｝？

  ●宍朝：を告叫セ叫喜信仰物呈刈到意味石望噛唱薯？

  ●誌石（一一〉墓誌）：墓誌盒，出土地域号暑研司ゼ呈刈．

 ○展示演出叫關聯古回

  ●礁禮演出：男女位置舛方向。｝奏セ意味喫場所，背景（屏風号）
号．

  ●テ茎｝（一一〉テ鷹）：巫神圖到配置

  ●酒幕：客主且叫セ酒幕到機能暑叫叫用手ゼ構造物補完噛唱書？

結

 01な斗壱書雪丑ス回杢君（羽朗司ユ妾ユユ忌授暑田し｝民博側q

意見暑暑ゼ型薯磐号呈糾◎1胡到λ肩呈岳唐唱到糾叫7ト望唄望暑潮碧

苛ス1蕗モu｝．叫含司01呈望。｝叫号呈糾朔司冠民博到展示セ司週司

世界頂上引叙音暑空をス肩甘叫q苛セフ1司7ト暑裂01u｝．
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